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行革大綱素案への意見募集（続き）

  

　
■
市
民
と
行
政
の
共
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

 

１
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善 

　
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
し
て

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。 

▽
市
民
か
ら
郵
便
や
電
子
メ
ー
ル
で
意
見
・
提
言
を
寄

せ
て
も
ら
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
ま
す
。 

▽
時
間
外
の
窓
口
延
長
を
実
施
し
、
市
民
の
利
便
性

向
上
を
図
り
ま
す
。
時
間
延
長
に
際
し
て
は
、
時
間

外
手
当
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。 

２
ま
ち
づ
く
り
へ
の
住
民
参
画
の
促
進 

　
市
民
と
市
の
共
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
自
発
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
ま
す
。 

▽
市
の
施
策
や
各
種
計
画
を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
、
意
見
を
求
め
ま
す
。 

▽
自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
行
政

協
力
委
員
制
度
を
見
直
し
ま
す
。 

 

　
■
職
員
の
改
革 

 

３
職
員
の
意
識
改
革
、人
事
評
価
制
度
の
構
築
と
実
施 

　
経
営
感
覚
と
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
市
民
に
視
点

を
置
い
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
人
事
評
価

な
ど
を
活
用
し
た
職
員
の
意
識
改
革
を
行
い
ま
す
。 

▽
職
員
の
意
欲
を
高
め
能
力
を
活
か
す
た
め
、
納
得

性
、
透
明
性
の
高
い
人
事
評
価
制
度
を
構
築
し
ま
す
。 

▽
女
性
管
理
職
を
登
用
し
、
女
性
な
ら
で
は
の
感
性

を
職
務
に
反
映
さ
せ
ま
す
。 

▽
専
門
的
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
職
員
研
修
、
他

団
体
と
の
人
事
交
流
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
、
人

材
育
成
を
図
り
ま
す
。 

４
職
員
給
与
等
の
見
直
し 

　
国
の
動
向
や
北
秋
田
市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
給
与

等
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
18
年
に
は
、

国
家
公
務
員
に
準
拠
し
た
給
料
俵
に
移
行
し
て
給
与

水
準
を
引
き
下
げ
て
い
ま
す（
平
均
４
・
８
％
） 

▽
北
秋
田
市
の
実
情
に
合
っ
た
職
員
の
給
与
、
手
当

等
の
見
直
し
を
継
続
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
業
務

の
効
率
化
を
進
め
、
時
間
外
勤
務
手
当
を
削
減
し
ま
す
。 

 

　
■
組
織
・
機
構
の
再
編

 

５
行
政
組
織
・
機
構
の
見
直
し 

 

様
々
な
課

題
に
機
動
的
・

機

能

的

に

対

応

す

る

た
め
に
組
織
・

機

構

を

見

直

し

ま

す
。 

▽
支
所
の

窓
口
セ
ン

タ
ー
化
な
ど
、

21
年
度
に

実
施
し
た

機
構
改
革

で
市
民
に

不
便
が
生

じ
て
い
な

い
か
な
ど

の
検
証
を

行
い
ま
す
。 

▽
平
成
21

年
度
で
浦
田
保
育
園
を
廃
止
し
ま
す
。 

▽
学
校
再
編
計
画
に
基
づ
き
、
市
立
小
学
校
の
統
廃

合
を
進
め
ま
す
。 

６
定
員
の
適
正
化 

 

組
織
の
見
直
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
検
討
し
な

が
ら
、
職
員
の
抑
制
・
削
減
に
努
め
ま
す
。 

▽
市
で
は
合
併
以
来
４
年
間
で
職
員
１
１
０
人
を
削

減
、
そ
の
結
果
、
６
６
４
人
だ
っ
た
職
員
数
が
５
５

４
人（
16
・
6
％
減
）に
ま
で
減
り
ま
し
た
。
今
後
も
定

員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
な
が
ら
５
年
間
で
95
人
を

目
標
と
し
て
削
減
を
進
め
、
現
在
13 
・
８
人
と
な
っ
て

い
る
人
口
千
人
当
た
り
の
職
員
数
を
類
似
団
体
平
均

の
９
・
８
人
に
近
づ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
（
平

成
25
年
時
の
目
標
４
９
８
人
）。 

７
委
員
会
・
審
議
会
の
見
直
し 

　
市
民
の
市
政
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
た
め
、

各
種
委
員
会
・
審
議
会
の
あ
り
方
を
見
直
し
ま
す
。 

▽
必
要
度
な
ど
を
勘
案
し
、
各
種
委
員
会
や
審
議
会

な
ど
整
理
・
合
理
化
を
図
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
報
酬
等

の
支
払
い
規
定
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。 

 

　
■
財
政
運
営
の
健
全
化 

 

８
収
入
の
確
保 

　
自
主
財
源
確
保
の
一
つ
と
し
て
、
未
納
と
な
っ
て

い
る
税
金
や
料
金
等
の
収
納
体
制
を
強
化
し
ま
す
。 

▽
誠
意
の
な
い
滞
納
者
に
は
必
要
に
応
じ
て
差
し
押

さ
え
等
も
実
施
し
、
滞
納
額
を
減
ら
し
ま
す
。
差
し

押
さ
え
た
物
件
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
て
公
売
し
ま
す
。 

９
受
益
者
負
担
の
適
正
化 

　
市
民
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
各
種
使
用
料

や
手
数
料
及
び
負
担
金
な
ど
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。 

10
地
方
債
の
発
行
の
抑
制 

　
今
後
の
市
財
政
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
将
来
負
担

を
見
据
え
た
地
方
債
の
発
行
を
行
い
ま
す
。 

▽
普
通
会
計
で
は
、地
方
債
借
入
額
を
単
年
度
の
元
金

償
還
額
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。公
営
企
業
会
計

で
も
、自
主
財
源
で
償
還
可
能
な
額
を
上
限
と
し
ま
す
。 

11
繰
出
金
の
抑
制 

　
一
般
会
計
の
負
担
と
な
る
特
別
会
計
へ
の
基
準
外

繰
出
し
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。 

12
財
政
健
全
化
法
、
公
会
計
制
度
の
整
備 

　
市
民
が
市
の
財
務
状
況
に
対
し
て
意
識
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
、
見
て
分
か
り
や
す
い
財
務
状
況

の
公
表
に
努
め
ま
す
。 

13
地
方
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化 

　
公
営
企
業
は
住
民
の
日
常
生
活
に
直
接
結
び
つ
く

こ
と
が
多
く
、
経
営
の
悪
化
は
住
民
生
活
に
影
響
を

与
え
る
た
め
、
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。 

14
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し 

　
市
が
関
与
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
※
の
財
務
状
況
を

明
ら
か
に
し
、
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
場
合
は
集
中

的
な
経
営
改
革
を
進
め
ま
す
。 

▽
市
が
関
与
す
る
全
て
の
法
人
に
つ
い
て
、
財
務
諸

表
や
点
検
評
価
結
果
を
公
開
し
ま
す
。 

※
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー 

（財）
た
か
の
す
福
祉
公
社
／
（財）
北
秋
田
市
森
吉
観
光
公

社
／
マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発
㈱
／
㈲
北
秋
田
市
有
機

セ
ン
タ
ー 

 

　
■
事
務
事
業
の
見
直
し 

 

15
事
務
経
費
等
の
削
減
、
外
部
委
託
の
検
討
・
再
検
証 

 

徹
底
し
た
一
般
事
務
経
費
の
削
減
を
推
進
し
、
外
部

へ
の
委
託
な
ど
も
検
討
し
た
う
え
で
、
無
駄
を
な
く

し
た
効
率
的
な
市
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。 

▽
施
設
の
清
掃
業
務
な
ど
各
担
当
部
署
で
委
託
し
て

い
る
同
種
業
務
は
、
一
本
化
し
た
上
で
委
託
し
ま
す
。 

▽
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
民
間
委
託
）
推
進
計
画
を
策

定
し
、
民
間
活
力
の
導
入
を
図
り
ま
す
。 

▽
投
票
所
の
統
廃
合
を
行
い
、
効
率
的
な
投
票
体
制

の
整
備
を
図
り
ま
す
。 

16
投
資
的
経
費
の
見
直
し
と
事
務
事
業
の
重
点
配
分 

　
事
業
の
緊
急
性
や
投
資
効
果
等
を
十
分
に
検
討
し

た
う
え
で
、
取
捨
選
択
や
優
先
順
位
を
明
確
に
し
、

予
算
の
重
点
配
分
を
行
い
ま
す
。 

17
事
業
評
価
・
政
策
評
価
制
度
の
導
入
と
実
施 

　
市
が
行
う
事
務
事
業
や
政
策
等
に
つ
い
て
、
客
観

的
な
評
価
制
度
を
用
い
る
こ
と
で
、
結
果
を
市
政
へ

と
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
整
え
ま
す
。 

▽
評
価
の
客
観
性
を
確
保
す
る
た
め
、
第
三
者
的
な

立
場
か
ら
評
価
や
提
案
を
い
た
だ
く
外
部
評
価
委
員

会
を
設
置
し
ま
す
。 

 

　
■
市
有
財
産
の
有
効
活
用
等 

 

18
市
有
財
産
の
有
効
活
用
と
効
率
的
な
管
理
体
制
の
構
築 

　
市
が
抱
え
る
多
く
の
土
地
や
建
物
な
ど
の
財
産
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
有
効
的
な
活
用
方
法
と
管
理
体

制
を
構
築
し
ま
す
。 
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２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 合　計 
（５年間） （参考） 

年度 
区分 

職員数削減の数値目標案

※次年度採用予定数は、定員適正化計画策定後に整合性を図ります 

実施計画の要点

（単位：人、％  ▲＝減員数） 

 


